
令和２年度社会福祉法人田村市社会福祉協議会事業報告書 
 

１．会議等の運営状況 

（１）理事会 

【第１回】 

開催日  令和２年６月１２日（金） 

会 場  田村市船引公民館 

議 案  社会福祉法人田村市社会福祉協議会評議員の選任について 

他４議案  

【第２回】 

    開催日  令和２年１０月１２日（月） 

会 場  田村市大越公民館 

議 案  報告５件 

【第３回】 

    開催日  令和３年１月２２日（金） 

会 場  田村市大越公民館 

議 案  田村市地域包括支援センター電算システム導入に係る業者選定（案）に

ついて 他２議案 

【第４回】 

開催日  令和３年３月１６日（火） 

    会 場  田村市大越公民館 

議 案  社会福祉法人田村市社会福祉協議定款の一部改正について 

他２１議案 

 

（２）評議員会 

【第１回】 

    開催日  令和２年６月２４日（水） 

    会 場  田村市常葉公民館 

議 案  社会福祉法人田村市社会福祉協議会理事の選任について 

   他２議案 

   【第２回】 

    開催日  令和３年１月２９日（月） 

     書面審議 

議 案  田村市地域包括支援センター電算システム導入に係る業者選定（案）に

ついて 他１議案 

【第３回】 

開催日  令和３年３月２５日（木） 

    会 場  田村市常葉公民館 

    議 案  社会福祉法人田村市社会福祉協議会定款の一部改正について 

他１９議案 

 



 （３）監事会 

   開催日  令和２年５月２８日（金） 

    会 場  田村市社会福祉協議会  

    内 容  令和元年度社会福祉法人田村市社会福祉協議会事業報告及び収入支    

         出決算監査について 

 

（４）会長・副会長会議    ６回 

 

（５）支所運営委員会     ０回（新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止） 

 

（６）課長会議       ３０回 

 

（７）本所・支所職員会議   ４回 

 

（８）感染症予防対策委員会  １回 

 

（９）令和２年度田村市社会福祉協議会役職員研修会 

目  的  田村市社会福祉協議会の役割を理解し、本会の経営・財務について学

び、経営安定化を目的に開催する。 

日  時  令和２年９月２９日（火） 

   場  所  田村市大越公民館 

   内  容  演題「社会福祉協議会における福祉・介護サービスと地域づくり」 

         講師「関 靖 男 氏」（福島県社会福祉協議会 事務局次長） 

   参 加 者  ６３名 

 

２．財政基盤の確立 

（１）会費  １０，６６４，２００円    （令和元年度 １０，６１８，３００円） 

支所名 一般会費 特別会費 団体会費 合 計 前年度比較 

滝 根 
１，１52口 

１，１52，０００円 

20口 

４０，０００円 

２２団体 

１１５，０００円 
１，３０７，０００円 

９９．９％ 

１，０００円減 

大 越 
１，０５３口 

１，０５３，０００円 

３８口 

７６，０００円 

２８団体 

１７５，０００円 
１，３０４，０００円 

９６，９％ 

４２，０００円減 

都 路 
６７６口 

６７６，０００円 

１１口 

２２，０００円 

１６団体 

１６０，０００円 
８５８，０００円 

１０３．５％ 

２９，０００円増 

常 葉 
１，４７２口 

１，４７２，０００円 

１７口 

３４，０００円 

    ２９団体 

１７５，０００円 
１，６８１，０００円 

１００．６％ 

１０，０００円増 

船 引 
５，０６４口 

５，０３９，２００円 

８５口 

１７０，０００円 

４３団体 

３０５，０００円 
５，５１４，２００円 

１００．９％ 

４９，９００円増 

合 計 
９，４１７口 

９，３９２，２００円 

１７１口 

３４２，０００円 

１３８団体 

９３０，０００円 
１０，６６４，２００円 

１００．４％ 

４５，９００円増 

 

 



（２）寄付金  ２，０１１，６９７円      （令和元年度 ２，５８７，２０７円） 

 

３．調査広報活動 

   広報誌「社協だより」の発行（全戸配布 １２，０００部） 

 発 行 日 主な議事の内容 

令和 ２年 ４月１５日 ① 会員会費募集、赤十字運動月間 

② 赤い羽根・歳末たすけあい募金報告 他 

令和 ２年 ８月 １日 ① 令和元年度事業・決算報告 

② 令和２年度年度事業・予算計画 他 

令和 ２年１０月 １日 ① 赤い羽根共同募金 

② ボランティアセンター通信 他 

令和 ３年 １月 １日 ① 新年のごあいさつ 

② 会費報告 他 

 

４．低所得者の自立支援 

（１）生活援助資金の貸付事業 

貸付実績 

支所名 貸付件数(件) 貸付額(円) 償還残額(円) 

滝 根 ６   ２６０，０００    ２１９，０００ 

大 越 １ ５，０００ ５，０００ 

都 路 １ ５，０００ ５，０００ 

常 葉 ３ ４９０，０００ ２７３，０００ 

船 引 ６ ２１５，０００ ２１２，０００ 

合 計 １７ ９７５，０００ ７１４，０００ 

※令和２年度新規貸付     １４件   １２２，５００円  

支所名 
寄付金件数

（件） 
寄付金額（円） 備  考 

滝 根 ２２ ４９５，２２０ 
遺志金      １７件    ４９０，０００円 

物品        ５件      ５，２２０円 

大 越 ２０ ２９７，６３７ 
篤志・遺志金   １２件   ２２０，７７７円 

物品        ８件    ７６，８６０円 

都 路 １１ ５６４，０８０ 
篤志・遺志金    ８件   ５５０，０００円 

物品        ３件    １４，０８０円 

常 葉 ３３ ３５５，７２０ 
篤志・遺志金    ２１件   ３４０，０００円 

物品       １２件    １５，７２０円 

船 引 １７ ２９９，０４０ 
篤志        ６件   ２５３，０００円 

物品       １１件     ４６，０４０円 

合 計 １０３ ２，０１１，６９７ 
篤志・遺志金   ６４件 １，８５３，７７７円 

物品       ３９件   １５７，９２０円 



（２）生活福祉資金貸付事業（福島県社会福祉協議会事務委託事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）令和２年度新規貸付 

資金種類 貸付件数(件) 貸付金額(円) 

福祉資金  ０ ０ 

教育支援資金  ０ ０ 

緊急小口資金  ４ ３５５，０００ 

総合支援資金  ０ ０ 

(ｺﾛﾅ特例)緊急小口資金 ６４ １１，４９７，０００ 

(ｺﾛﾅ特例）総合支援資金 ７５ ４９，１６０，０００ 

合   計   １４３ ６１，０１２，０００ 

 

（４）生活困窮者自立相談支援事業（田村市生活サポートセンター） 

利用内訳 

 年間合計（件数） 

支援延件数 １，０９４ 

新規相談件数  ９１ 

プラン作成件数            ５２ 

一般就労者数 ８ 

  

（５）フードバンクの提供   ５１件 

 

（６）行旅人への貸付事業    １件 

 

５．地域福祉活動事業の推進 

（１）あんしんサポート事業（日常生活自立支援事業） 

①利用者数 

支所名 利用者数（人） 本年度解約者数（人） 

滝 根       １ ０ 

大 越 ０ １ 

資金種類 貸付件数(件) 貸付額(円) 償還残額(円) 

総合支援資金   ９ ５，２３９，２４９ ５，３４６，６４０ 

福 祉 資 金   ０ ０ ０ 

療養・介護資金   １ ６００，０００ ２１０，０００ 

緊急小口資金 ２０ １，８３２，２５０ １，４７５，６７２ 

教育支援資金 １２ ２５，９３７，０００ ８，４８８，１６５ 

(ｺﾛﾅ特例)緊急小口資金 ６４ １１，４９７，０００ １１，４９７，０００ 

(ｺﾛﾅ特例)総合支援資金 ７５ ４９，１６０，０００ ４９，１６０，０００ 

合  計 １８１ ９４，２６５，４９９ ７６，１７７，４７７ 



都 路 １ ０ 

常 葉 ０ １ 

船 引 ９ １ 

市 外 １ ０ 

合 計 １２ ３ 

 

②利用内訳 

 年間合計（件数） 

新規相談件数 １７ 

訪問支援件数 ２６５ 

相談延件数 ８３２ 

 

③ 令和２年度新規利用者    ３件 

 

④ 利用料助成利用者      ９名 

 

（２）百歳祝い金事業     ２１件      ３８０，０００円 

                   ※うち１件（賀寿贈呈のみ） 

※うち１件（賀寿・記念品贈呈） 

 

（３）災害等見舞金事業       ７件      １５０，０００円 

 

（４）傾聴ボランティア助成            ３１，０００円 

 

（５）介護機器の貸出事業 

支所名 車 椅 子 

滝 根 ０ 

大 越 ８ 

都 路  ０ 

常 葉         ０ 

船 引  ９ 

合 計        １７ 

 

（６）福祉車両の貸出事業（車椅子同乗自動車） 

車両名 貸出実人員（人） 貸出延べ件数（件） 

赤い羽根号（大越）  ３    ３ 

赤い羽根号（常葉）    ２   ２ 

大相撲号 （船引）  ４    ８ 

合 計   ９ １３ 

 

（７）乗用草刈り機の貸出事業    ７回 

  



（８）ひとり暮らし高齢者会食会事業（共同募金助成事業） 

    新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止、安否確認のため実態調査と暑中見

舞いを送付する。 

 

(９)地域支え合い活動助成金（共同募金助成事業） 

  助成団体          ４件 

  助 成 額    １７４，０００円 

      

（10）ふれあいいきいきサロン事業への助成事業 

支所名 助成件数(件) 助成金額(円) 

滝 根 ０                 ０ 

大 越 ０             ０ 

都 路 ２          １９，５００ 

常 葉 ０                ０ 

船 引 ２      ２２，０００ 

合 計 ４ ４１，５００ 

 

（11）福祉団体等の運営支援 

１ 田村市老人クラブ連合会及び各町連合会 

  ２ 田村市身体障がい者福祉会及び各町福祉会 

  ３ 田村市赤十字奉仕団連絡協議会及び各町赤十字奉仕団 

 

（12）福祉団体等への助成事業 

支所名 助成件数(件) 助成金額(円) 

滝 根   ２ ３３，２８０ 

大 越   ３ ６７，６１０ 

都 路   ３ ４２，９８０ 

常 葉   ３ ４８，２５０ 

船 引   ８ １３８，０４０ 

合 計 １９ ３３０，１６０ 

 

６．法律相談所事業 

（１）開設月・相談者数 

開設月 相談者(件) 

６月 ２ 

９月 ５ 

１２月 ３ 

３月 ５ 

合 計 １５ 



７．共同募金運動の推進 

（１）赤い羽根共同募金 

目標額  ５，５００，０００円 

    実績額  ６，０３５，０９８円 

    達成率      １０９．７％ 

 

（２）歳末たすけあい募金 

目標額  ２，５００，０００円 

   実績額  ２，４６９，６９８円 

   達成率       ９８．８％ 

 

（３）配分事業 

ひとり暮らし高齢者歳末友愛訪問事業  ５３９，２５６円（７７１世帯） 

老人クラブ歳末友愛訪問事業助成金   １８０，０００円（３６単位老人クラブ） 

 

８．日本赤十字社事業への協力 

 （１）日本赤十字社活動資金募集の実施 

   目標額  ５，５６２，０００円 

   実績額  ５，２９７，１００円 

   達成率       ９５．２％ 

  

（２）赤十字講習会 

    （新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止） 

 

 （３）災害見舞 

① 災害救援物資贈呈・・・・・・・・・・・・・ １世帯      １セット 

② 災害見舞金・・・・・・・・・・・・・・・・ ７世帯   ３５，０００円 

 

（４）有功会の運営 

 

９．ボランティアセンター事業活動の推進 

（１）ボランティア養成事業 

①学校支援 

常葉小学校：３９名、２回（疑似体験・車いす体験、障がい者スポーツ体験） 

芦沢小学校：１４名、１回（疑似体験・車いす体験） 

要田小学校：１６名、４回（疑似体験・車いす体験等） 

②福祉ジュニアボランティアスクールわくわく隊 

（新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止） 

③サマーショートボランティアスクール 

（新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止） 

 



④Tabora Youth Project 

（新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止） 

 

（２）相談業務 

相談件数 １６１件 

相談内容 小学校の総合学習、施設の高齢者支援 

      ボランティア活動、サロン活動支援、情報提供等 

斡旋件数 １５２件 

 

（３）たむらボランティア台帳整備 

台帳登録者数  ２５団体（７０１名）  個人 ２２名 

 

（４）ボランティア活動支援 

運営支援  施設慰問団体、傾聴ボランティア団体、有償ボランティア団体 

支援内容  書類の作成、訪問計画作成支援、活動先紹介、活動先との仲介 

ボランティア保険の連絡、助成金等の紹介等 

活動助成  ３１，１００円（傾聴ボランティア 年２回・延２１名） 

 

（５）ボランティアニーズの整理、情報発信 

市内児童・障害・高齢者施設 ３２カ所分のニーズを把握 

ボランティアへの紹介、ホームページの公開等 

 

（６）ボランティア保険の加入、説明 

加入手続き対応 ボランティア活動保険   加入者４４件 ５５６名 

ボランティア行事用保険  加入者 ４件  ８０名 

福祉サービス総合補償   加入者 ４件  ２２名 

ボランティア団体や会議・研修等でボランティア保険の説明を実施 

 

（７）ボランティアに関する住民への説明 

生活支援体制整備事業 地域の支え合い活動応援講座 

 

（８）広報活動 

① ボランティア情報誌の発行   ４回 

③  発行部数      ４８，０００部 

④  配布先   市内全戸、行政機関、市内小中高等学校、市内福祉施設 等 

 

（９）帰還者・避難者への支援 

①帰還者への支援 

要支援者の相談受付、各団体との連携 

②復興公営住宅・住民への支援 

支援機関との連携、支援団体の紹介 

地元地域・支援機関と連携した交流の場づくり 

 

 



１０．新型コロナウイルス感染症予防対策 

（１）課長会議等の開催（予防対策について随時協議） 

（２）感染症予防対策委員会の開催（予防対策・研修について協議） 

（３）感染症予防実技講習会の開催（全職員参加） 

（４）新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業 

感染対策消耗品の購入・配置（マスク、ペーパータオル、ハンドソープ、アルコー

ル製剤等） 

   〃 備 品の購入設置（卓上パーテーション、非接触型体温計、アルコールディス

ペンサー、除加湿空気清浄機等） 

   １１月２６日申請（介護分） ３，４７２，０００円（助成金） 

   １１月２６日申請（障害分）   ２１８，０００円（助成金） 

    １月 ７日申請（介護分）   ３３７，０００円（助成金） 

 

（５）雇用調整助成金の申請、取下げ（田村市常葉老人福祉センター分） 

  指定管理料により人件費を支出しているため、支給対象事業主としての要件を満たさ

ないため、取下げた。 

 

（６）両立支援等助成金（新型コロナウイルス感染症小学校休業等対応コース）支給申請 

   ９月１８日 １２２，４６８円（５名分）支給決定 

 

（７）福島県新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業に係る介護サービス事業所等に

勤務する職員に対する慰労金の申請 

１０月 ８日 ５０，０００円を９４名に、４，７００，０００円振込 

   １１月 ４日 ５０，０００円を１０名に、５００，０００円振込 

 

（８）田村市医療福祉事業者等支援金交付事業に係る介護保険・障害福祉サービス事業所

勤務の職員に対する支援金の申請 

   １２月２５日 １０，０００円を９７名に、９７０，０００円振込 

 

 

１１．居宅介護支援事業   資料１  

【介護保険事業、要支援者サービス計画作成受託事業、要介護認定調査受託事業】 

介護保険事業として、適切な運営・管理を行い、利用者に対して適切なサービスを提 

  供できるよう努めました。 

（１）利用者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ、自立した日常生活を営 

むことができるよう努めました。 

（２）利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者の選択に基づき適 

切に保健医療サービス及び福祉サービスを総合的かつ効果的に提供されるよう努めま 

した。 

（３）利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ち、利用者に提供されるサ 

ービスが不当に偏ることがないよう公正・中立に努めました。 



（４）田村市地域包括支援センターより受託した要支援者のサービス計画作成を行いまし 

た。 

（５）田村市等より受託した介護保険に係る要介護認定調査を行いました。 

（６）職員の資質向上を図るため各種研修会への参加を推奨しました。 

 

１２．訪問介護事業   資料２  

【介護保険事業（予防事業含む）、居宅介護事業、田村市自立支援ホームヘルプサービス受 

 託事業】 

介護保険事業所・居宅介護事業所として、適切な運営・管理を行い、利用者に対し適 

なサービスを提供できるよう努めました。また、令和２年度から特定事業所加算２を算

定し、事業所の強化を図った。 

（１）要介護者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ、自立した日常生活を 

営むことができるよう入浴・排泄・食事の介護、その他生活全般にわたる援助を行い 

ました。 

（２）要支援者が可能な限り居宅において、要支援状態の維持もしくは改善を図り要介護 

状態になることを予防し、自立した日常生活ができるよう生活援助を行いました。 

（３）身体障がい者、知的障がい者、障がい児、精神障がい者が可能な限り居宅において、 

日常生活を営むことができるよう入浴・排泄・食事の介護、その他生活全般にわたる 

援助を行いました。 

（４）行政・保健・医療・福祉等関係機関と連携を図り、総合的なサービスが提供できる 

よう努めました。 

（５）田村市より自立支援ホームヘルプサービス事業を受託し高齢者自立への生活援助を 

行いました。 

（６）職員の資質向上を図るため各種研修会へ参加し、また、本会事業所においても独自 

に研修会を開催しました。 

（７）定期的にケア会議、専門部会を開催し、職員間の情報の共有化を図りました。 

 

１３．障害者相談支援事業   資料３  

【相談計画、モニタリング】 

相談支援事業所として、適切な運営・管理を行い、利用者に対し適切なサービスを提 

  供できるよう努めました。 

（１）障がい者が安心して自立した生活を送っていくために日々の暮らしの中で抱えてい 

るニーズや課題にきめ細かく対応し、必要に応じて適切な福祉サービス等に結びつけ 

ていくための相談支援を提供できるよう努めました。 

（２）利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ち、利用者に提供されるサ 

ービスが不当に偏ることがないよう公正・中立に努めました。 

 

【基幹相談支援センター業務】 

基幹相談支援センターとして業務の円滑な遂行を図りました。 

（１）総合的・専門的な相談支援を実施 



（２）地域の相談支援体制の強化の取組 

 （３）地域移行・地域定着の促進の取組 

 （４）権利擁護・虐待の防止 

 （５）障害者地域総合支援協議会への支援 

   

１４．通所介護事業   資料４  

【介護保険事業（予防事業含む）、障がい者自立支援事業受託】 

介護保険事業所として、適切な運営・管理を行い、利用者に対し適切なサービスを提 

  供できるよう努めました。また、令和２年度より機能訓練を提供しサービスの向上を図

りました。 

   令和２年６月から令和３年３月の介護報酬は、新型コロナウィルス感染症拡大防止へ

の対応を適切に実施することから介護報酬区分の２区分上位の報酬を請求しました。 

（１）要介護者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ、自立した日常生活を 

営むことができるよう入浴・排泄・食事の介護、その他全般にわたる援助及び機能訓 

練を行いました。 

（２）要支援者が可能な限り居宅において、要支援状態の維持もしくは改善を図り要介護 

状態になることを予防し、自立した日常生活ができるよう入浴・排泄・食事の介護、 

その他の生活全般にわたる援助及び機能訓練を行いました。 

 （３）田村市より障がい者自立支援事業を受託し障がい者が自立した日常生活ができるよ 

う入浴・排泄・食事の介護、その他生活全般にわたる援助及び機能訓練を行いました。 

 （４）行政・保健・医療・福祉等関係機関と連携を図り、総合的なサービスが提供できる 

よう努めました。 

 （５）職員の資質向上を図るため各種研修会へ参加し、また、本会事業所においても独自 

に研修会を開催しました。 

（６）定期的にケア会議、専門部会を開催し、職員間の情報の共有化を図りました。 

  

１５．田村市地域包括支援センター事業   資料５  

【介護予防支援事業】 

地域包括支援センターとして業務の円滑な遂行を図りました。 

（１）総合相談業務 

①初期段階相談の対応 

②継続的・専門的な相談援助 

③地域ネットワークの構築 

（２）権利擁護業務 

①成年後見制度、日常生活自立支援事業の円滑な活用 

②虐待への対応、困難事例への対応・ケア会議の開催支援 

③消費者被害防止と対応 

④広報活動、地域ネットワークの構築 

 （３）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

①地域の介護支援専門員を対象とした研修会、意見交換会の定期的な開催 



②日常的な個別指導・相談対応 

③支援困難事例への指導・助言 

④各関係機関連携・他職種に対する支援 

⑤グループホーム運営推進会議への参加（委嘱による） 

 （４）介護予防ケアマネジメント業務 

①要支援Ⅰ・Ⅱの利用者の介護予防サービス計画作成 

②新規の方（包括担当） 

③継続の方（各居宅介護支援事業所に委託） 

④特定高齢者の介護予防サービス計画作成 

    ※民生児童委員協議会やその他の団体への積極的な参加による広報活動。地域ネッ 

     トワークの構築に努めました。 

 

１６．田村市常葉老人福祉センター運営事業   資料６  

【田村市社会福祉施設指定管理事業】 

老人福祉法による老人福祉センターとして、適切な運営・管理を行い、利用者に対し 

  適切なサービスを提供できるよう努めました。 

地域の高齢者に各種の相談に応ずるとともに、健康の増進・教養の向上及びレクリエ 

  ーションのための便宜を総合的に供与し、高齢者が健康で明るい生活が営まれるよう努 

めました。 

 

１７．苦情解決事業 

（１）第三者委員会 

５名の委員を委嘱し、相談体制の強化に努めました。 

 （２）各研修会への参加 

各種研修会に参加し、適正なサービスの提供に努めました。 

（３）広報活動 

社協広報誌等に掲載し、事業内容の周知に努めました。 

（４）苦情受付件数   ６件 

     

 

 


